
第四期中期目標期間業務実績評価(案)修正箇所

項目番号 項目名 評価 修正前（第2回分科会時点） 修正後 修正内容

4 基盤研究 A

■　基盤研究の成果をもとに支援事業や共同研究、外部資金導入研究に発展した件数
は5年間で153件となり、中期計画目標値を上回った。
 
 

■　研究開発戦略に基づき、各研究テーマを「東京の産業を牽引する研究」「創出する研
究」「支える研究」に分類して、目指す方向性を明確化した上で多様な研究を実施するこ
とで、学会等での成果発表や受賞等につながった。
 
■　組織を横断した研究チームを構成して、複数の技術分野を総合することで課題解決
を目指す「協創的研究開発」を継続的に実施し、今後、新製品開発への活用が期待され
る研究成果を生み出した。
 
⇒　中小企業が直面している課題の解決に資する研究から、社会課題の解決につながる
先導的な研究まで、様々な研究を効果的に推進することで、中小企業やスタートアップ
への支援が充実強化されることを期待する。

■　基盤研究の成果をもとに支援事業や共同研究、外部資金導入研究に発展した件
数は5年間で153件となり、中期計画目標値を上回った。
 
 

■　研究開発戦略に基づき、各研究テーマを「東京の産業を牽引する研究」「創出する
研究」「支える研究」に分類して、目指す方向性を明確化した上で多様な研究を実施す
ることで、学会等での成果発表や受賞等につながった。
 
■　組織を横断した研究チームを構成して、複数の技術分野を総合することで課題解
決を目指す「協創的研究開発」を継続的に実施し、今後、新製品開発への活用が期待
される研究成果を生み出した。
 
⇒　中小企業が直面している課題の解決に資する研究から、社会課題の解決につなが
る先導的な研究まで、様々な研究を効果的に推進することにより、多くの秀でた知的
財産を蓄積するとともに、中小企業やスタートアップへの支援が充実強化されること
を期待する。

ご意見を反映し、基盤研究を推進
することで秀でた知的財産の創出
にもつなげるよう、文言を追加しま
した。

資料２－３


